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平
成
28
年
度
第
63
回

千
葉
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協

議
会
定
期
総
会
が
５
月

26
日
（
木
）
千
葉
市
民

会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

総
会
の
冒
頭
に
斉
藤

克
信
会
長
が
「
あ
い
さ

つ
か
ら
始
ま
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事

に
し
て
、
子
ど
も
と
一

緒
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

来
賓
で
あ
る
熊
谷
俊
人

千
葉
市
長
、
向
後
保
雄

千
葉
市
議
会
議
長
、
志

村
修
千
葉
市
教
育
長
か

ら
ご
挨
拶
を
賜
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
お
い
て

顕
著
な
功
労
が
あ
っ
た
方
に
贈
ら

れ
る
市
P
連
表
彰
が
行
わ
れ
、
団

体
２
組
、
個
人
14
名
が
受
賞
し
ま

し
た
。
ま
た
、
第
40
回
千
葉
市
Ｐ

Ｔ
Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞

し
た
14
校
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
3
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

議
事
で
は
、
平
成
27
年
度
の

事
業
報
告
と
会
計
決
算
報
告
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
新

た
に
発
足
し
た
あ
り
方
委
員
会

は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
を
認
識
し
情
報
を
共

有
化
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し

た
。
平
成
28
年
度
の
活
動
方
針
・

事
業
計
画
案
、
予
算
案
、
役
員

選
出
が
提
案
さ
れ
、
全
て
の
原

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
市
P
連
新
旧
役
員
と
、

各
区
P
連
新
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。
新
た
な
メ
ン
バ
ー
を
加
え

て「
斉
藤
会
長
と
愉
快
な
仲
間
た
ち
」

は
、
各
学
校
で
困
っ
て
い
る
こ
と
を

挙
げ
て
も
ら
い
、
皆
で
情
報
を
共
有

し
、
ま
た
必
要
な
情
報
は
提
供
し

て
い
く
と
い
う
活
動
を
進
め
た
い

と
い
う
思
い
の
も
と
、
新
年
度
の

ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。次
ペ
ー

ジ
に
市
P
連
の
組
織
図
と
今
年
度
の

主
な
事
業
等
を
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
合
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

日
頃
よ
り
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
会

長
の
斉
藤
克
信
で
す
。
先
日
の
総
会
に

て
ご
承
認
い
た
だ
き
、
会
長
職
３
年
目

と
な
り
ま
し
た
。

　

私
も
現
役
最
後
の
年
と
な
り
ま
す
の

で
、
や
り
残
し
は
し
た
く
な
い
と
考
え

て
し
ま
う
の
で
す
が
あ
ま
り
に
も
多
く

の
事
が
思
い
つ
い
て
し
ま
う
状
態
で
す

の
で
、
現
実
的
に
は
不
可
能
と
判
断
し
、

ま
ず
は
整
理
整
頓
と
次
の
世
代
へ
と
確

実
に
繋
げ
て
行
く
事
に
専
念
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

大
変
恐
縮
で
す
が
、
自
分
自
身
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
振
り
返
ら
せ
て
く
だ

さ
い
。

　

最
初
は
作
新
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
実
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
へ

未
加
入
で
し
た
。
前
会
長
が
会
員
の
皆

様
と
３
年
間
費
や
し
加
入
へ
と
な
り
、

そ
の
初
年
度
が
私
だ
っ
た
の
で
す
。
今

か
ら
８
年
前
で
す
。
つ
ま
り
私
は
９
年

目
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
な
り
ま
す
。
早
い
な

～
、
と
に
か
く
多
く
の
方
々
と
出
会
ま

し
た
ね
。
時
に
は
熱
く
強
く
当
た
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

失
敗
が
多
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
我
々
の
活
動
に
成
功
と
い

う
道
筋
が
な
い
の
も
事
実
で
す
。
や
っ

た
こ
と
を
成
功
し
た
。
失
敗
し
た
と

思
う
の
は
自
分
自
身
で
す
。
私
は
子

供
の
笑
顔
に
繋
が
っ
た
の
か
？
を
判

断
基
準
に
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
話

し
て
い
る
失
敗
と
は
、
大
人
同
士
の

討
論
だ
け
な
の
で
、
失
敗
し
た
と
表

現
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
話
は
変
わ
り
ま
す
が
皆
様
に

は
い
つ
も
の
お
願
い
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
皆
様
が
困
っ
て
い
る
事
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。
些
細
な
こ
と
で
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
私
は
こ

の
３
年
間
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
は
、
ほ

と
ん
ど
時
間
を
費
や
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
今
起
き
て
い
る
事
に
対
し
て

鈍
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

市
Ｐ
連
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
特

別
委
員
会（
あ
り
方
委
員
会
）を
継
続
し
、

将
来
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
対
す
る
意
識
改

革
や
行
動
そ
の
も
の
を
考
え
、
皆
様
に

投
げ
か
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
の
社
会
に
お
け
る
子
供
た

ち
を
取
り
巻
く
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
貧

困
」「
格
差
」「
い
じ
め
」「
不
登
校
」「
少

子
化
」
な
ど
の
マ
イ
ナ
ス
ワ
ー
ド
か
ら

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
」

「
一
億
総
活
躍
」
な
ど
、
無
限
の
可
能

性
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
ワ
ー
ド
ま
で
思

い
つ
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、
確
実
に
今
ま

で
と
異
な
る
事
は
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

ゆ
え
に
、
我
々
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
「
本
質
」
を

見
極
め
て
「
変
革
」
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
す
。

　

今
、
我
々
に
と
っ
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
は
一

体
な
ん
で
し
ょ
う
か
？
単
に
自
分
や
家

族
の
時
間
が
と
ら
れ
る
だ
け
の
無
駄
な

活
動
な
の
で
し
ょ
う
か
。
皆
様
は
ど
の

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
か
。

　

私
は
事
実
に
逃
げ
る
こ
と
な
く
、
き

ち
ん
と
向
き
合
っ
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
あ
り

方
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
為

に
は
、
私
も
皆
様
も
意
識
改
革
が
必
要

で
す
。
さ
ら
に
、
皆
様
か
ら
の
ご
意
見

が
と
て
も
大
切
で
す
。
長
く
な
り
ま
し

た
が
、
最
後
ま
で
ご
覧
い
た
だ
き
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
お
気
軽
に
皆
様
の
お
声
を

私
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。
事
務
局
は
月

曜
日
以
外
は
開
局
し
て
い
ま
す
。

千
葉
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

定
期
総
会

第63回

● 

会　
長

　

斉
藤　

克
信
（
天
戸
中
学
校
）

● 

副
会
長

　

土
屋　

和
紀
（
都
賀
小
学
校
）

　

鈴
木　

康
弘
（
朝
日
ヶ
丘
中
学
校
）

　

上
妻　

陽
子
（
真
砂
中
学
校
）

　

植
田
亜
矢
子
（
千
城
台
西
中
学
校
）

　

佐
藤　

晴
美
（
川
戸
中
学
校
）

　

三
根　

孝
子
（
越
智
中
学
校
）

　

神
尾　

祝
子
（
本
町
小
学
校
）

　

布
施　

勝
美
（
松
ケ
丘
中
学
校
）

● 

会　
計

　

伊
藤　

香
代
（
幕
張
中
学
校
）

● 

書　
記

　

鳥
海　

千
春
（
園
生
小
学
校
）

　

小
林
久
美
子
（
星
久
喜
中
学
校
）

● 

監　
事

　

藤
崎　

利
恵
（
千
城
台
西
中
学
校
）

　

廣
森　
　

滋
（
弥
生
小
学
校
）

● 

事
務
局

　

渡
部　

麻
里
（
局
長
）

　

二
タ
見　

茂
（
次
長
）

　

大
山　

尋
美
（
局
員
）

平
成
28
年
度
役
員
紹
介

ホームページ

平成 28年度スローガン　“ 育もう　子どもの心に　夢と希望と優しさを ”
28年度重点目標　ＰＴＡのあり方を共有する

市
Ｐ
連
会
長

　
　

斉
藤　

克
信



第 69号 （ 2 ）

中央区P連会長
甲賀　貴久

（生浜小学校）

稲毛区P連会長
小林　美樹

（緑が丘中学校）

若葉区P連会長
小川　智子

（若松中学校）

美浜区P連会長
伊藤　麻里

（幸町第一中学校）

花見川区P連会長
西田　しのぶ

（花島小学校）

緑区P連会長
藤ヶ崎　浩一

（誉田中学校）

①ゴールデンスランバー
(伊坂幸太郎ならなん
でも)

②子どもと適当(場所を
決めずに)ドライブ

③皆で楽しく、仲良く中
央区を盛り上げていき
たいと思います！！

①料理の本
②断捨離
③副会長に迷惑をかけ

ない会長になること

①今 は ほ と ん ど 本 を 読 み ま
せん。以前は赤川次郎をよく
読んでいました。

②オートバイに乗ること、
    スポーツをすること
③今年1年ともかく子どもた

ちが安心で安全な学校生活
を送ることができるように
一人の父兄として力になり
たいと思います。

①推理小説
②いろいろな資格を取ること
③元気いっぱい、笑顔いっぱい、

おちゃめさ全開で頑張ります。

①七つの大罪
②関ジャニの追っかけ
③とにかく仲良く、楽しく、皆

さんと1年間頑張っていけ
たらいいなと思います！

①赤毛のアン
②子どもの野球観戦
③日頃なかなか見えづらい市

P、区Pの活動を、各単Pの
みなさんに出来るだけお伝
えするべく頑張ります。

平成28年度区P連会長紹介

紹介します！紹介します！紹介します！ ①好きな本　②マイブーム
③抱負

インタビューしました！

５月 第 63 回定期総会
７月 「知ろう・話そう PTA」、「市 P 連ちば」No.69 配布

10 月 第 39 回市 P 連バレーボール大会
11 月 第 30 回市 P 連研究大会

1 月 平成 29 年 新年情報交換会
2 月 「市 P 連ちば」No.70 配布
4 月 広報コンクール
5 月 広報担当者講習会

● ● ● ●    平成 28 年度　主な事業等    ● ● ● ●
千葉市PTA連絡協議会の組織

平
成
28
年
度

　
千
葉
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　
　
安
全
互
助
会
総
会

　

市
P
連
定
期
総
会
と
同
日
、
同

会
場
で
平
成
28
年
度
千
葉
市
安
全

互
助
会
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
活
動
報
告
な
ら
び
に

決
算
報
告
を
し
ま
し
た
。
続
い
て

平
成
28
年
度
活
動
方
針
と
予
算
が

原
案
通
り
承
認
さ
れ
、
新
年
度
の

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

＊
Ｐ
Ｔ
Ａ
安
全
互
助
会
と
は
？

　

千
葉
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
に

加
盟
し
て
い
る
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

員
の
皆
さ
ん
が
、
安

心
し
て
活
動
で
き
る

よ
う
加
入
で
き
る
損

害
保
険
で
す
。



登戸小「のぶと」 朝日ヶ丘中学校「朝日ヶ丘中」
　工夫を凝らしたレイアウトが際立ちます。
保護者にとって大変気になる「安全・安心
の給食」を特集し、着眼点が評価できます。

　写真の加工技術によって、紙面に抑揚がついて
います。96号の卒業生の「感謝の言葉」は少し乱れ
た手書きの文字がかえって味になっています。

　322 号の表紙写真の迫力に圧倒されました。中面の
レイアウト、企画力も優れています。323 号は卒業生の
「座右の銘」を漢字ひと文字で表し、そのわきにしっか
りと理由を綴っています。3年間の学舎で、生徒たちは
多くを学んだのだろうと、読み手に推察させます。紙面
全体の文章量をもっと増やせば、さらに良くなります。

緑町中学校「さくら」

　「
レ
イ
ア
ウ
ト
」「
企
画
」「
写

真
」「
文
章
・
見
出
し
」
の
４
つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
重
視
し
ま
し
た
。

正
直
な
感
想
を
記
し
ま
す
と
、
入

賞
紙
面
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
さ

に
は
驚
き
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
時

代
の
写
真
、
レ
イ
ア
ウ
ト
、
印
刷

技
術
を
存
分
に
使
っ
て
、
私
が
子

ど
も
の
こ
ろ
の
ガ
リ
版
印
刷
と
は

雲
泥
の
上
出
来
で
す
。
た
だ
、
広

報
紙
に
は
先
端
技
術
だ
け
で
は
表

現
で
き
な
い
、
ア
ナ
ロ
グ
的
な
心

の
温
か
み
も
不
可
欠
だ
と
考
え
ま

す
。

　
活
字
離
れ
が
進
む
中
、
大
人
が

漢
字
、
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
を

自
由
自
在
に
使
え
る
日
本
語
の
美

し
さ
を
伝
え
る
努
力
を
し
、
未
来

を
担
う
子
ど
も
の
範
と
な
っ
て
ほ

し
い
、
と
切
望
し
ま
す
。

日
本
語
の
美
し
さ
、伝
え
る
努
力
を

（
千
葉
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
講
評
よ
り
抜
粋
）

　
　
　
　
千
葉
日
報
社
　
編
集
局
次
長
　
安
原
　
直
樹

千葉市PTA
広報紙コンクール
千葉市PTA
広報紙コンクール

第
40
回

　一番の評価点は、写真です。レイアウト、企
画力も高レベルで、特に 160 号の卒業生寄
せ書きは一生の思い出になるでしょう。また、
校長先生の「中学生との関わりについて」は、
コラムを読むようで為になります。

稲毛中「稲毛中」

市教育長
賞

市Ｐ連
会長賞

　写真の組み合わせとレイアウトが秀逸で
す。四季の移り変わりをストレートに視覚に
訴え、中面を開く気にさせます。58 巻第 3号
の自筆の卒業川柳は、6 年間の思い出と中
学校への不安が交錯する児童の気持ちが
17 文字から伝わってきます。

蘇我小「そが」

市議会
議長賞

市長賞

●第40 回千葉市PTA 広報紙コンクール入賞校一覧●

●応募総数●　小学校：34 点　中学校：18 点　計 52 点

賞 受賞校 広報紙名
＊市長賞 緑町中学校 さくら
＊市議会議長賞 蘇我小学校 そが
＊市教育長賞 稲毛中学校 稲毛中

＊市 P 連会長賞
登戸小学校
朝日ヶ丘中学校

のぶと
朝日ヶ丘中

＊優良賞
真砂西小学校
寒川小学校
葛城中学校

絆（きずな）
なぎさ
葛城

＊努力賞
緑町小学校
誉田東小学校
誉田中学校

みどり
ひまわり
ほまれ

＊企画賞 蘇我中学校 いちょう
＊写真賞 宮崎小学校 みやざき
＊レイアウト賞 椎名小学校 しいな

（ 3 ） 第 69号

毎年4月1日から
1年ごとの自動更新

次回募集は2017年2月頃

・自転車事故はもちろん、日常生活でのケガや病気（注）を24時間
（注）Ｄコースにご加入の方のみ対象となります。
・熱中症、0-157 にも対応した充実した補償内容
・通常でご加入いただくよりも割安です。

※このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容については、取扱代理店または千葉中央支社までお問い合わせください。
　お問い合わせ先　　フリーダイヤル　0120-882-774　平日午前 9時から午後 5時まで）　



第 69号 （ 4 ）

　

千
城
台
南
中
学
校
の「
お
や
じ

の
会
」
で
は
、
美
化
活
動（
除
草

作
業
・
ペ
ン
キ
塗
り
）
バ
ザ
ー
の

焼
き
そ
ば
販
売
な
ど
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　
「
お
や
じ
の
会
」
に
参
加
す
る

こ
と
で
、
お
や
じ
た
ち
が
校
長

先
生
を
は
じ
め
先
生
方
と
の
交

流
で
様
々
な
情
報
交
換
を
し
た

り
、
子
ど
も
た
ち
の
通
っ
て
い

る
学
校
の
雰
囲
気
を
知
っ
た
り
、

学
校
が
よ
り
身
近
な
も
の
に
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
う
い
っ
た
中
か
ら
、
子
ど

も
と
共
通
の
話
題
を
持
ち
会
話

が
始
ま
れ
ば
、
そ
こ
に「
お
や
じ

の
会
」
の
活
動
意
味
が
あ
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　

で
き
る
人
が
、
で
き
る
時
に
、

無
理
な
く
楽
し
い
会
の
運
営
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

各
校
さ
ま
ざ
ま
な「
お
や
じ
の

会
」
が
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、

ぜ
ひ
一
度
は
参
加
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

園
生
お
や
じ
の
会
は
会
員
拡

大
を
目
指
し
つ
つ
も
、
現
状
は

10
人
に
も
満
た
な
い
少
人
数
で

あ
り
、
多
く
の
活
動
は
で
き
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
中
、
最
も
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
が
毎
年
11
月
の
土
曜

日
に
校
内
で
行
わ
れ
る「
そ
ん
の

う
祭
り
」
で
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
や

射
的
な
ど
、
お
や
じ
ら
し
い
ゲ
ー

ム
を
催
す
こ
と
で
す
。
昨
年
は

ゲ
ー
ム
の
一
つ
に
初
め
て
Ｐ
Ｋ

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
行
い
、
総
合
優

勝
な
ど
の
表
彰
の
ほ
か
に
、
Ｐ

Ｋ
の
最
優
秀
者
に
は
地
元
チ
ー

ム
で
活
躍
す
る
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
の

サ
イ
ン
入
り
ボ
ー
ル
を
景
品
と

し
て
用
意
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の

景
品
を
目
当
て
に
何
回
も
遊
ん

で
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
が
多
く
、

と
て
も
盛
況
で
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
子
供
た
ち
が
楽
し
い
学
校

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
少
し
で
も
力
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

◆
総
務
委
員
長　
西
田　
し
の
ぶ

（
花
島
小
学
校
）

　

花
島
小
の
会
長
に
な
っ
て
３

年
目
の
平
成
25
年
度
、
市
Ｐ
会

計
と
し
て
初
め
て
出
向
し
２
年

の
任
期
を
終

え
、
引
き
続

き
次
は
総
務

委
員
長
を
務

め
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　

会
計
と
総

務
は
仕
事
内

容
が
全
く
違

う
為
、
最
初
は
手
探
り
で
と
ま

ど
い
ま
し
た
が
市
Ｐ
役
員
の

方
々
と
総
務
委
員
の
方
々
が
助

け
て
く
れ
た
お
陰
で
１
年
間
頑

張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

市
Ｐ
で
の
３
年
間
は
私
に

と
っ
て
有
意
義
な
時
間
で
し

た
。
市
Ｐ
で
得
た
物
を
今
後
の

活
動
に
活
か
せ
る
様
に
日
々
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

３
年
間
支
え
て
下
さ
っ
た

方
々
に
感
謝
で
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
事
業
委
員
長　
土
屋　
弥
生

（
花
園
中
学
校
）

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
運
営

を
担
当
し
て
い
る
事
業
委
員
で

す
が
、
メ
ン
バ
ー
全
員
が
市
Ｐ

連
に
関
わ
る
の
は
初
！
そ
し
て

半
数
以
上
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を

や
っ
た
事
が
な
い
素
人
。
不
安

い
っ
ぱ
い
で
活
動
を
始
め
ま
し

た
が
、
市
Ｐ
役
員
の
皆
様
、
事

務
局
の
方
々
に
ご
支
援
頂
き

キ
ャ
プ
テ
ン
会
議
～
大
会
運
営

ま
で
、
大
き
な
問
題
を
抱
え
る

こ
と
な
く
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。「
何
か
の
縁
で
出

会
っ
た
メ
ン
バ
ー
!!
ど
う
せ
や

る
な
ら
楽
し
も
う
！
」
の
精
神

で
、
賑
や
か
で
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
貴
重
な
体
験
が
で
き

た
事
を
単
Ｐ
の
活
動
に
生
か
し

て
行
き
た

い
と
思
い

ま
す
。
１

年
間
あ
り

が
と
う
ご

ざ
い
ま
し

た
。

◆
広
報
委
員
長　
梅
村　
朝
美

（
横
戸
小
学
校
）

　

こ
の
度
こ
の
役
を
頂
く
ま
で

は
市
Ｐ
連
そ
の
も
の
の
存
在
を

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
年
を
通

し
て
こ
ん
な
に
も
た
く
さ
ん
の

行
事
を
運
営
し
て
い
る
こ
と
に

本
当
に
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
そ
れ

を
支
え
て
い
る
の
が
各
区
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
方
た
ち
だ
っ
た
と
は
！

　

私
も
知
ら
な
い
事
、
分
か
ら

な
い
事
だ
ら
け
で
緊
張
の
中
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
広
報
の

温
か
い
メ
ン
バ
ー
に
支
え
ら
れ

楽
し
く
活
動
を
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
自
分
た
ち
が
取
材
、

編
集
し
た
記
事
が
実
際
、「
市
Ｐ

連
ち
ば
」
と
な
っ
て
完
成
し
て

来
る
の
も
始
め
て
の
経
験
で
と

て
も
感
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
れ
が
学
校
で
配
ら
れ
る
と
誇

ら
し
げ
に
我
が
子
が
持
っ
て

帰
っ
て
来
る
の
も
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
忙
し
い
中
取
材
、
編
集

に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
っ
た
藤

村
さ
ん
、松
岡
さ
ん
、清
水
さ
ん
、

島
崎
さ
ん
！
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

常
置
委
員
会　
１
年
を
終
え
て

　

は 

じ
め
は
不
安
と
緊
張
で

　
　

  

ス
タ
ー
ト
し
た
広
報
委
員
。

　

ひ 

を
追
う
ご
と
に

         

メ
ン
バ
ー
の
団
結
も
強
ま
り

　

ふ 

り
返
れ
ば
、
楽
し
い

　

へ 

ん
し
ゅ
う
作
業
が
で
き
ま
し
た
。

　

ほ 

ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
!!

（
広
報
委
員
一
同
）   

千
城
台
南
中
学
校

　
お
や
じ
の
会

　
　
　
会
長　
笹
川　
貴
弘

園
生
小
学
校

　
園
生
お
や
じ
の
会

　
　
　
会
長　
松
井　
祐
介

５
月
12
日
（
木
）、
13
日

（
金
）
に
千
葉
市
民
会
館
で

広
報
担
当
者
講
習
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

千
葉
日
報
社
編
集
局
次
長

の
安
原
直
樹
氏
を
講
師
に
お

迎
え
し
、
広
報
紙
づ
く
り
の

基
本
的
な
手
順
、
記
事
を
書

く
コ
ツ
、
取
材
方
法
、
写
真

撮
影
の
仕
方
を
わ
か
り
や
す

く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
千
葉
市
Ｐ
Ｔ

Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー

ル
入
賞
作
品
が
展
示

さ
れ
、
そ
の
中
の
入

賞
作
品
を
例
に
と
り

撮
影
の
仕
方
を
熱
心

に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

制
作
の
参
考
に
し
よ

う
と
参
加
者
た
ち
は

真
剣
に
耳
を
傾
け
会

場
か
ら
は
質
問
も
多

数
あ
が
り
ま
し
た
。

　

安
原
氏
よ
り
「
広

報
紙
づ
く
り
は
縁
づ
く
り
。

文
章
で
日
本
語
の
す
ば
ら
し

さ
を
伝
え
て
ほ
し
い
。ま
た
、

似
た
よ
う
な
紙
面
が
多
い
の

で
新
た
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
、
楽
し
ん
で
活
動
し

て
く
だ
さ
い
。」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

●撮影前に完成イメージを
　頭の中で描く。
●カメラのプログラムオートに
頼らない。

●わが子を見守る視線で心に響
いた瞬間を撮る。

●さまざまな方向（左右）、角度
（上下）から撮る。
●立体感のあるアングルを探す。
●動きの速い運動会はシャッ
タースピード 125 分の 1 秒以
上が原則

※一眼レフカメラをお持ちの
方はスピードを合わせてみ
てはどうでしょうか？

皆
川
さ
ん
は
ア
テ
ネ
五
輪
以
来
12
年
ぶ
り
に
新
体
操
個
人
総
合
で
の

出
場
権
を
獲
得
し
日
本
代
表
に
決
定
し
ま
し
た
。

真
砂
二
小
・
真
砂
中
出
身

皆
川
夏
穂
さ
ん
、
リ
オ
五
輪
出
場
へ
!!

祝


